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はじめに
2008年4月、地域の子育て支援の質と量の拡充を図るこ
とを目的に、地域の知的資源である大学を拠点とした地域
ぐるみの子育て支援「B子育てカレッジ」注１）（以下、Bカ
レッジ）が創設された。Bカレッジの構成員は、B大学、C
市（こども課・健康づくり課・福祉課・学校教育課・生涯
学習課）、D県F保健所、C市社会福祉協議会、C市幼児ク
ラブ交流事業実行委員会、C子どもセンター協議会、C市保
育協議会、主任児童委員連絡部会、愛育委員会、栄養改善
協議会、商工会議所、D県E県民局（健康福祉部福祉振興課
子育て支援班）である。これらの構成員によりBカレッジ運
営協議会が組織されている。この会の役割は、事業の運
営・実施に関する諸事項の調整や決定を行っている。ま
た、Bカレッジ事務局があり、事業実施の総括管理や調整を
行っている。さらに、評価委員会を設け、1年に1回Bカレッ
ジ事業についての外部評価を行っている。
Bカレッジは、創設と同時に、「子育て中の親子交流ひろ
ばAの開設」「子育て支援者に対する専門研修」「専門的
な子育て相談」「将来の子育て支援者育成支援」「子育て
支援者連携育成事業」「子育て情報発信」など6つの事業に
取り組んできた。前述したように、事業については、一年
毎に、子育て当事者を含む外部者の評価を受け、取り組み
の改善を行い、更なる子育て支援の質の向上に取り組んで
いるところである。
特に、大学内に併設されたひろばAは、子育て中の親子
の孤立防止や育児不安の軽減・虐待予防等の役割を果た
すことが期待されており、Bカレッジにおける主要な事業
として捉えている。また、利用者の実態を把握することは、
取り組みの内容を検討する上で重要であることから、2009
年度に利用者の実態調査を行った１）。この時の回答者は、55
人中52人が母親であり、1人が父親、2人が祖母であった。つ
まり、回答者の95%が母親であり、利用する保護者は子ど
もの母親がほとんどであった。これは、母親の声から捉え
たひろばAの実態調査であったともいえる。さらに、ひろ
ばAを利用するきっかけとなった情報源は、知人からが最
も多く、次いで市報などの情報誌であった。利用の目的で
は、子どもの遊び場が最も多く、次いで気分転換であった。
利用により、ほとんどの親子がその目的を果たせており、
子育て支援広場の役割が果たせていることがわかった。
現在、ひろばAは、開設から10年の節目を迎えている。
2017年3月31日の時点で、開設日数の累計が1,501日になっ
ており、利用親子数の累計は、述べ66,515人である。これま
で、開設日数や場所の移設を繰り返しながら、地域の子育
て家庭のニーズに応えるべく、様々な取り組みを行ってき
たところである。しかし、質問紙などによる実態の把握は
2009年度以降行われていない。
そこで、現時点での、利用者の実態把握を行い、今後の
取り組みについて検討したいと考える。今回は、調査の一
部を報告することとする。
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親子交流ひろばA（以下、「ひろばA」）の利用者を対象にアンケート調査を実施し、利用の実態と今後の
課題を明らかにした。調査の結果、「ひろばA」を利用した回答者は、母親が46人（86.8%）と最も多く、次い
で父親4人（7.5%）祖母3人（5.7%）であった。利用する保護者は未就労の母親が約6割で、一日働いている者が
１割強であった。子どもについては、0歳児が最も多かった。情報源については、知人からの口コミが最も多く、
次いで乳幼児健康診査であった。フェイスブックなどによる情報発信の工夫を試みているが、初めての親子を
ひろばＡの利用につなぐためには、人が直接関わる必要があることが窺われた。利用者のエンパワメントを図
る取り組みである母親や父親の自主活動については、認知度は高いが、参加希望については積極的な意思や意
欲はみられないことが窺われた。回答者の多くが「子どもの遊び場」と「親子の気分転換」を求めてひろばA
を利用しており、利用者のほとんどがひろばAを利用することにより、悩みや不安の解決につながっているこ
とがわかった。今後の課題は、父親の利用促進と利用者のエンパワメントを図ることである。
（キーワード）親子交流ひろば、ニーズ、利用実態、課題
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Ⅰ．研究目的
ひろばAの利用者の利用実態を明らかにし、今後の課題
を検討する。
Ⅱ．研究方法
１．調査対象
調査対象者は、ひろばAを利用した保護者56人である。
今回の調査は、ひろばAを複数回利用した保護者を対象と
したことから初回利用者3人については対象から除いた。
現在のひろばAの一日の利用親子数は約45人である。
２．調査期間
2017年3月1日～2017年3月31日
３．調査方法
ひろばAを利用した保護者を対象に質問紙調査を実施
した。調査方法は留め置き法である。回収方法は、ひろば
A内に回収箱を設置し、各自投函してもらった。
４．調査内容および分析方法
調査内容は、基本属性（性別、年齢、就労状況）、ひろ
ばAの利用状況、利用の理由、自主活動についてとし、選
択式の調査内容については、統計ソフトSPSSを用いて単
純集計を行った。
５．倫理的配慮
本調査の目的、方法、匿名性の保持について、調査への
協力は自由意思によることを文書で説明した。調査結果な
どについて数量分析やカテゴリー分析で処理し、個人が特
定されたり、個人に迷惑をかけたりすることがないよう十
分配慮することを質問紙調査に明記した。
Ⅲ．親子交流ひろばAの概要について
１．概要
子育て中の親子が、ゆっくり安心して過ごすことのでき
る交流の場“ひろばA”を開設している。子育て支援を専門
とする子育て支援スタッフが常駐し学生も参加する。ノン
プログラム・見守りの姿勢を基本に、遊びたくなる環境づ
くりや親同士の関わりを促す雰囲気づくりを行っている。
通常は、ノンプログラムで親子が自由に過ごしている。
開設日時は、週5日、火から土曜日の10時から16時である。
日によっては、「Aタイム」という活動があり、利用者や
行政、地域、学生など様々な人が企画・運営を行う時間が
ある。週に１、2回の頻度で行われている。利用者などが行
事や催しの実施者として活動できる場を提供したり、体験
を共有できる時間を設けたりすることで、利用者の自己実
現や様々な人や機関とのつながりを促進している。このこ
とにより、共に学び・共に育ち合う関係づくりにもなって
いる。
また、親の自主活動（エンパワメントを図る活動）や、ひ
ろばAや子育て支援の機能を地域で発揮するアウトリー
チも行っている。
ひろば環境については、室内は、安全で落ち着いて過ご
すことができる環境を整えている。大人も子どもも落ち着
く居心地の良さを出すために、木の家具を配置している。
さらに、子どもがじっくり遊べるさまざまな遊びコーナ
ー、乳児と幼児の発達や動きに配慮した環境構成を行って
いる。玩具や遊びについては、さまざまな人が交流する場
を有効に活かすため、人との関わりを促す玩具を準備して
いる。子どもの発達の特徴から、応答性のある玩具を中心
に、創造性・想像性、身体諸機能の発達を促す玩具を整え
ている。特に、温かみがあり丈夫で安全な木の玩具を中心
にそろえている。2012年より、父親が中心となるパパ活動
として庭を整備し、砂遊びや水遊びなどもできるようにな
っている。
ひろばAには、子育て支援スタッフが常駐している。親
子の自由と主体性を重んじ、共感と見守りの姿勢を基本と
している。子どもについては、何をしようとしているのか、
何を求めているのかなど、子どもの興味・関心、個別性、発
達を見定め、必要に応じて、遊びの援助や提案などを行っ
ている。親についても同様で、子育て支援スタッフが先回
りして一方的に教えたり指示したりすることはなく、受容
的、応答的な対応を心がけている。初めて利用する親や、ひ
ろばAに慣れない親については、意識的に関わり、親と親、
子どもと子ども、親子などを繋ぐ役割も担っている。
子育て支援スタッフは、日々の振り返りを行うと共に、
ミーティングを、月に1回、大学の教員と事務局員を交えて
行っており、ひろばAにおける月の計画や運営に関するこ
とや事例検討なども行っている。また、市内の子育て広場
関係者との合同研修を行い、子育て支援の質の向上に努め
ている。
２．ひろばAの2016年度の利用状況　
2016年度は、1年間で239日間の開設であった。子どもに
ついては、登録制となっており、毎年、年度初めに登録を
行う。具体的な手続きは、氏名、住所、保護者、連絡先な
どを記入したカードを提出するのみである。登録料、利用
料ともに無料である。2016年度は、507人の子どもの登録が
あった。利用親子数については、延べ10,363人であり、一日
の利用親子数は約43人であった。　　　
３．ひろばAに関する活動内容については、表１を参照い
ただきたい。
Ⅳ．結果
質問紙80部を配布し,回収数は56部（回収率70%）,有効回
答数は53部（有効回答率は66.3%であった。
１．基本属性
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表１　ひろばA活動内容
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１）利用者の性別（n=53）
記入者は、母親46人（86.8%）、父親4人（7.5%）、祖母
3人（5.7%）であった。
２）利用者の年齢
30～39歳が39人（73.6%）ともっとも多く、次いで20～29
歳、40～49歳が各々5人（9.4%）、50～59歳、60～69歳が各々
1人（1.9%）であった。
３）子どもの年齢（複数回答）
0歳児が22人ともっとも多く、次いで2歳児18人、3歳児16
人、1歳児10人、4歳児10人、5歳児5人、6歳児3人であった
（図１）。
４）就労状況
働いていないが30人（56.6%）ともっとも多く、次いでそ
の他13人（24.5%）、一日働いているが6人（11.3%）であっ
た。
２．ひろばAの利用について
１）情報源（複数回答）
知人からの情報が31人ともっとも多く、次いで乳幼児健
康診査21人、市報などの情報誌が18人であった（図2）。
２）父親のひろばA利用のきっかけについて
父親の回答数は少ないが、母親からの勧めが3人ともっ
とも多く、知人などに勧められた1人、情報誌などを見て自
分から利用したが1人であった。
３）フェイスブック発信の認知の有無
知っているが45人（84.9%）、知らないが8人（15.1%）で
あった。
４）フェイスブックの役立ち
役に立っているが26人（49.1%）ともっとも多く、次いで
役に立っていないが17人（32.1%）、どちらともいえないが
3人（5.7%）、無回答が7人（13.2%）であった。
５）ひろばAの利用頻度
週1回が13人（24.5%）ともっとも多く、次いで隔週1回が
10人（18.9%）、月1回程度が8人（15.1%）、週3回、週2回
が各々7人（13.2%）、週5回が3人（5.7%）であった（図3）。
６）特に利用する曜日（複数回答）
水曜日が25人ともっとも多く、次いで金曜日21人、木曜
日と土曜日が各々19人、火曜日が16人であった。
７）利用者の1回の利用時間（n=52）
約2時間が27人（51.9%）ともっとも多く、次いで約3時間
が14人（26.9%）、約4時間が10人（19.2%）であった。
８）ひろばA以外での利用状況（n=52）
利用していないが31人（58.5%）ともっとも多く、次いで
利用している21人（39.6%）であった。
９）遊びに出かける施設（複数回答）
公園が46人ともっとも多く、次いで祖父母や親戚の家が
17人、友達の家が11人であった。
10）ひろばAを利用する理由（複数回答）
子どもの遊び場がほしいが51人ともっとも多く、次いで
自分の気分転換の場がほしいが28人、子どもの友達がほし
いが26人、自分の話し相手や友達がほしいが24人、子育て
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図１　利用する子どもの年齢
図２　ひろばA利用の動機となった情報源
図３　ひろばA利用の頻度
について学ぶ場がほしいと子育てに関する相談相手がほ
しいが各々13人、家族や自分自身の悩みを聞いてほしいが
8人であった（図4）。
11）ひろばAを利用することで解決できているか（複数回
答）
子どもの遊び場がほしいが46人ともっとも多く、次い
で、自分自身の気分転換の場がほしいが25人、子どもの友
達がほしいが24人、自分自身の話し相手や友達がほしいが
19人、子育てについて学ぶ場がほしいが17人と、利用する
ことで解決につながっていた。
12）自主活動の認知（複数回答）
ママ子育て支援スタッフ活動が36人ともっとも多く、次
いでパパ活動が28人、サークル活動が26人、ひろばAタイ
ム企画が15人、知らないが9人であった。
13）自主活動への参加希望（複数回答）
サークル活動が9人、ひろばAタイム企画が7人、ママ子
育て支援スタッフ活動とパパ活動が各々5人であった。
Ⅴ．考察
今回の質問紙回答者は、母親が約87%と、前回の95％か
ら減少し、父親や祖母の回答が微増していた。このことか
ら、ひろばAはわずかではあるが、母親だけが利用する広
場ではなくなっていることが窺われる。さらに、利用する
にあたっての情報源で一番多かったのは、前回と同様に知
人である。次に多かったのは、前回には挙がらなかった乳
幼児健康診査（以下、健診）となっている。2012年度まで
は、保健師にチラシの配布を依頼してひろばAの広報活動
を行ってきた。しかし、なかなか広場利用につながらなか
ったことから、ひろばAの子育て支援スタッフが直接健診
に出向いて行くことにした。健診に訪れている子どもの保
護者に対し、直接顔を見ながら、ひろばの存在、子育て支
援スタッフである自身の紹介などを行い、安心してひろば
Aが利用できる丁寧な広報を行ってきた。これらのことが
今回の調査結果につながっていると考える。
2015年度よりフェイスブックなどを使った情報発信も
行っているが、まだまだ認知度も役立ち度も高いとは言え
ない。不安や緊張のある初回の利用については、健診に出
向いて初回利用者を広場につなげたように、一斉送信的な
方法よりも、フェースtoフェースによる人が介入してつな
げていく方法が効果的であると考える。
父親の育児参加は、母親の育児不安やストレスの軽減に
なることが言われており、社会全体で父親の育児参加を推
進しているところであるが、ひろばAも父親の利用促進が
課題となっている。今回の調査では、母親から勧められた
ことで利用するようになっている父親が3人、知人から進
められたが1人、その他が1人である。父親の利用促進には、
母親の勧めが有効であることから、母親が父親に働きかけ
やすいような活動を工夫したり、父親にとって居心地のよ
い場を工夫したりするなどの検討が引き続き必要である。
利用する子どもについては、2009年の調査では2歳児が
最も多かったが、2016年度では、0歳児の利用が最も多い結
果となっている。少子化は進んでいるものの、女性の就労
の増加から全国的に3歳未満児の保育ニーズは高く待機児
童が社会的な問題になっている。本地域においても、待機
児童の問題はないものの女性の就労の増加と共に産前産
後の休業、育児休業を終えた1～2歳児の保育ニーズは高
く、保育所などの利用が窺われる。今回の調査で、0歳児の
利用が多くなっている理由の一つに4ヶ月健診に出向くな
ど、早い段階での広報を心がけてきた効果が現れているの
ではないかと推測する。このことにより、親子の孤立を早
期に予防することができるため、取り組みの重点として押
さえていくことが必要と考える。また、0歳児が安心して過
ごすことができる室内環境、愛着形成期の親子関係の在り
方、コミュニケーションが難しい0歳児の理解など、0歳の
親子に対する対応の充実を図っていくことも求められる
のではないかと思われる。
ひろばAでは、親のエンパワメントを図る自主活動に取
り組んでいる。今回の調査結果から、自主活動についての
周知は、ある程度できているようであるが、実際に自分が
活動したいかという問いについては、あまり積極的な意思
や意欲はみられていない。このことは今後の課題としてさ
らに検討し取り組んでいく必要がある。
ひろばA利用の理由とその達成については、前回の調査
とほぼ同様であり、子どもの遊び場が欲しいことと、気分
転換を図ることが主な理由となっている。そして、利用者
は、ひろばを利用することにより、そのほとんどの解決が
図られていることが分かり,ひろばAにおける子育て支援
はニーズに対応した支援が行われているものと考えるこ
とができる。
今回は,調査結果の一部の報告と考察に留めているが,今
後は,調査の結果を丁寧に分析し、考察することによって,
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親子交流ひろばA利用者の利用実態と今後の課題
図４　ひろばA利用の理由
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ひろばAの今後の取り組みに生かしていきたいと考える。
注１）子育てカレッジとは、地域の重要な社会資源である
大学に子育て支援拠点を設置し、大学の専門的知識など
を活かした地域のモデル事業などを実施するものであ
る。地域の幅広い子育て支援関係者や子育て中の親など
が事業実施や運営に関わる。（2008年4月、おかやま子育
てカレッジ第1号として新見公立大学内に設立された。）
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